
□問　市民安全課防災係☎355-6491

□問　塩竈市杉村惇美術館☎362-2555

　｢消防団｣｢自主防災組織｣｢婦人防火クラブ｣は、災害
から地域を守るかなめとなる組織です。
　大切なわが家、わがまちを守るために、積
極的に参加しましょう。

災 害 から

　 地 域 を守る

　　　３つの　柱

消防団
　常勤の消防署員とは異なり、地
域の火災や災害発生時に自宅など
から駆けつけ、消火や警戒、救助
活動を行います。
　市内在住または在勤の18歳以上
の健康な方が消防団員になること
ができ、非常勤の特別職地方公務員
として、市か
ら報酬などが
支給されます。

自主防災組織
　町内会などを母体とし、地域住
民によって自主的に結成された防
災組織です。
　市内165町内会のうち、半数を
超える91町内会が結成し、災害
に備えて日ごろから防災活動に取
り組んで
います。

婦人防火クラブ
　家庭の火災予防や地域の防災の
ために活動している女性だけのク
ラブです。
　毎月19日と、春と秋の火災予
防週間に街頭で広報活動を行うほ
か、防災訓練、講習会やコンクー
ルなどに積
極的に参加
しています。

地域住民の安全･安心な暮らしを守る！ 自分たちの地域は自分たちで守る！ わが家から火事を出さない！

塩竈市杉村惇美術館からのお知らせ塩竈市杉村惇美術館からのお知らせ
若手アーティスト支援プログラムVoyage
｢日々是好日－根づくもの 脈々と｣
　本市出身の金属工芸作家･鈴木祥太さんと、
多賀城市出身の画家･浅野友理子さんの新鋭作
家による二人展。
と　き　開催中～6月19日㈰まで10:00～17:00
※入館受付は16:30まで　※月曜休館
ところ　企画展示室1、2
観覧料（企画展＋常設展セット）
一般500円、大学生･高校生400円、中学生以下無料

 関連企画
◆浦戸の恵みを学ぼう、食べよう～春の息吹、菜の花～
　日本の白菜のルーツのひとつは、浦戸諸島にあります。
浦戸の白菜について学びながら、菜の花のスイーツを味
わいます。※要事前申し込み
と　き　6月5日㈰14:00～　　ところ　塩竈市杉村惇美術館
参加費　1,500円(菜の花のスイーツ･お土産付き、展示観覧料込み)
協　力　食の学人の会

◆Voyage ライブプログラム　風景を描く音　　
　KUDANZ、EARLY CROSSの2組によるアコースティックライブを、
作品とのコラボレーションでお届けします。※要事前申し込み
と　き　6月11日㈯16:00～ (開場15:30)　　　ところ　大講堂
チケット　3,000円(展示観覧料込み、全席自由)　※未就学児は無料
チケット予約
 電話　362-2555(㈫～㈮10:00～17:00)
 Eメール　sugimurajun-museum@shiomo.jp
　件名に｢ライブチケット｣、本文に氏名、連絡先、チケット枚数を記入
 WEBフォーム　http://goo.gl/forms/9n1Bm30XGb

　多彩なゲストを迎えるギャラリートークは、
あなたを作家や作品にグッと引き寄せてくれる
絶好の機会です。杉村画伯の人間像の一端をほ
んの少しご紹介しましょう。

｢超写実的な魚の絵、塩竈という街に住んでい
たからこそ描けたんですよね。｣

―　カメイ美術館学芸員/伊藤直美さん 

｢実は、食べ物としての魚は好きじゃなかった
のですけどね(笑)｣

―　杉村惇美術館/杉村豊名誉館長

｢塩竈に移るまでは優等生的な作風でしたね。｣
―　日本芸術院会員/塗師祥一郎さん

｢天才肌というより、描いて考える、眼で考え
る試行錯誤の画家ですね。そこを尊敬していま
した。｣　　―　行動美術協会会員/桜井忠彦さん

｢本質をつかめ、写しとるだけでは絵にならな
い、と常々仰ってました。指導と言っても褒め
てくださるばかりでしたが。｣

―　日展会友/吾妻篤さん

コ ラ ム
耳でも味わう美術館

―ギャラリートーク語録から―

上)浅野友理子《椿や椿や》
下)鈴木祥太《綿毛蒲公英》

菜の花の砂糖漬け

出初式での放水訓練 避難訓練

炊き出し訓練
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